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「主体的に学習に取り組む態度」
の評価の工夫

【研究概要】
～研究主題と仮説～

研究主題

今回の発表では
・更なる実践事例
・評価の妥当性・客観性の検証
・指導と評価の一体化の検証



【研究概要】
「主体的に取り組む態度」
二次元ルーブリック

A

B

C「粘り強さ」と
「学習の調整」を
一体的に評価



研究内容



【背景】
～「主体的に取り組む態度」の評価～

「指導と評価の一体化」のための学習評価に
関する参考資料より

①知識及び技能を獲得したり，
思考力，判断力，表現力等を身
に付けたりすることに向けた粘
り強い取組を行おうとしている
側面

②①の粘り強い取組を行う中で，
自らの学習を調整しようとす
る側面



【研究内容】
「主体的に取り組む態度」
ルーブリック評価

①粘り強い取組を行おう
とする側面

A 毎回の授業で自らの学習
を振り返っていて、その
内容を具体的に示すこと
ができている。

B 毎回の授業で自らの学習
を振り返っている。

C 自らの学習を振り返って
いない。

②自らの学習を調整し
ようとする側面

A 授業の内容を踏まえて
発展的な新たな疑問や
課題を設定している。

B 授業の内容を踏まえて
新たな疑問や課題を設
定している。

C 新たな疑問や課題を設
定していない。



【研究内容】
「主体的に取り組む態度」
二次元ルーブリック



【研究の概要】
～１枚ポートフォリオ～

平成２７年度学習評価委員会 全中理大会報告

●授業の振り返り

→生徒が学習の振り返りをするこ
とができ、次の学習につなげるこ
とができる。教員は、授業展開と
生徒の理解度を見ることができる。

●単元を貫く問い

→生徒の変容を生徒自身が把握し
たり、教員が評価することができ
る。



【研究内容】
～１枚ポートフォリオの工夫～

①授業を通して分かったこと

・枠をフリーに
→自由に調整できる

「粘り強い取組を行おう
としている側面」を評価



【研究内容】
～１枚ポートフォリオの工夫～

②授業で疑問に思ったこと、
もっと知りたいこと

・新たに加える。
→疑問点、課題点を
発見する

「自らの学習を調整しよ
うとする側面」を評価



【研究内容】
～一枚ポートフォリオの工夫～

単元２ 身のまわりの物質

第３章 水溶液の性質

日付 ①授業を通して「わかったこと」「わからなかったこと」②授業を通して「疑問に思ったこと」「もっと知りたいこと」

　

　

　　９/９

　（1回目）

水⇒71,7g･･･コーヒーシュガー水⇒73,5g

水⇒72,9g･･･デンプン水⇒73,2g

２つをろ過すると、コーヒーシュガー水はその

ままだったが、デンプン水は透明になった。

　　　　　　　　　⬇

デンプンはほとんど溶けていないと言える

水に溶けにくい物質と溶けやすい物質には、どんな違いがあるのか。

　

　　９/９

　（2回目）

★物質が水に溶けるとは

①液が透明になる

②液の濃さはどの部分も同じになる
③時間がたっても液の濃さはどこも変わらない。
溶質･･･溶けている物質

溶媒･･･溶かしている物質

溶液･･･溶媒に溶質を溶かしたもの
水溶液･･･溶媒が水の場合

溶媒は、水以外にどのようなものがあるのか。

　　９/１４

純物質･･･1種類の物質でできているもの

混合物･･･2種類以上の物質が混ざりあったもの

質量パーセント濃度･･･水溶液の濃さを表す値

★重要公式

質量パーセント濃度

　　　　溶質

=　　　　　　　　　　×１００

　　　　溶液
　

　　　　　溶質

地球上に純物質はどのくらいあるのか。また、どのようなものがあるのか。

　９/２９ 金属+塩酸=水素 特にない

　　９/３０

結晶･･･規則正しい形をしたもの

飽和水溶液･･･物質がそれ以上溶けることのなく

　　　　　･･･なった状態の水溶液

溶解度･･･１００ｇの水に溶ける物質の量

溶解度曲線･･･溶解度をグラフにしたもの

再結晶･･･物質を一旦水に溶かし、溶解度の差を

　　　･･･利用して再結晶として取り出すこと

水に溶けた物質を取り出すためには、再結

晶、水を蒸発させるなどの方法がある

溶液になった物質を取り出す方法は他に何があるのか

0

１年　組　番　名前

章を学習する前の考え　　　問　ビーカーの中のミョウバンが溶けずに大きくなったのはなぜだろうか。　

自分の考え
水に溶けた気体を吸収した

章を学習した後の考え　　　問　ビーカーの中のミョウバンが溶けずに大きくなったのはなぜだろうか。

自分の考え
水に溶けていたミョウバンが再結晶して大きくなったから

スプレッドシートに入
力させる方法

PCやタブレットがあれ
ばいつでも書ける。



実践報告



【実践報告 ２年生 生物】
～単元指導計画～

時間 主な学習活動 評価

１
・「章を貫く問い」について考える。
・既習事項の確認、動機づけをする。

２～３ ・光合成がどこで行われているか調べる。 知 思

４～６
・光合成に必要な条件を調べる。実験計画の作
成、実験、まとめをする。

知 思

７ ・呼吸について学習する。 知 思

８～９
・蒸散と吸水の実験を行い、葉のどこで蒸散が盛
んにおこなわれているかを調べる。

知 思

10～11 ・葉と気孔の観察とそのまとめをする。 知 思

12～13 ・茎と根のはたらきと維管束について学習する。 知 思

第２学年第二分野（３）「生物のからだとつくりと働き」
（イ）植物のからだのつくり

主体的に学習に
取り組む態度

指
導
に
活
か
す
評
価

記録に残す評価



【実践報告 ２年生 生物】
～生徒記述例①～

【ルーブリック】

生徒①

A/B

【粘り強い取り組みを行おうとする側面】
毎回の授業で自らの学習を振り返っている。

【学習を調整しようとする側面】

新たな疑問や課題に対して自分なりに調べ
解決している。



【実践報告 ２年生 生物】
～生徒記述例②～

生徒②

【ルーブリック】

A/B

【粘り強い取り組みを行おうとする側面】

毎回の授業で、自らの学習を振り返っていて、
内容を具体的に示すことができている。

【学習を調整しようとする側面】
新たな疑問や課題を設定している。



生徒③

【ルーブリック】

B/C

【粘り強い取り組みを行おうとする側面】

毎回の授業で、自らの学習を振り返っていて、
内容を具体的に示すことができている。

【学習を調整しようとする側面】
書くことができなかった。

【実践報告 ２年生 生物】
～生徒記述例③～



【授業実践報告】
～ルーブリックを使った評価～

①授業を通して分
かったこと

②授業で疑問に
思ったこと、
もっと知りたい
こと

単元を通し
て総合的に
評価



成果と課題



87.3％
振り返りができるようになった

77.0％
疑問をもち、調べようと思った

76.8％
自分と先生の評価は一致していた

【成果と課題】
～これまでの成果～



【成果と課題】
～これまでの成果～

同一生徒の変容

・短時間で集中して勉強に取り組む方が、
効率的だということがわかった。

・家庭学習で復習を続けていきたい。

生徒④

第一学年９月

第二学年５月



【成果と課題】
～追加のアンケート 質問項目～

【質問項目】
（振り返りシートを行って）
①身のまわりのものや現象に興味をもつようになりましたか。
②自分の疑問や興味をもったことをさらに調べたり、確かめて
みようと思いましたか。

③今、学習している学習内容について興味をもつようになりま
したか。

④今、学習している学習内容が理解できましたか。
⑤振り返りシート（OPP）を書く時の自分の様子
（毎回スムーズに書ける ・ とりあえず毎回かける
少ししか書けない ・ 毎回何を書いていいかわからない）



【成果と課題】
～追加のアンケート結果①～

二次元ルーブリックとアンケート結果の関係

質問①：

身のまわりのもの
や現象に興味をも
つようになりまし
たか。
●肯定的回答
●否定的回答

粘り強さ
Ｃ Ａ

Ｃ

Ａ

自
己
調
整

０.８％ ２.４％ １６.６％

２.４％ １３.７％ １４.９％

６.８％ １５.３％ ７.８％

０.８％ １.７％ ６.４％

０.４％ ４.０％ ３.２％

０.８％１.２％０.８％
質問②・③に
対しても同様
の結果



【成果と課題】
～追加のアンケート結果②～

二次元ルーブリックとアンケート結果の関係

質問⑤：

振り返りシート
（OPP）を書く時
の自分の様子
●肯定的回答
●否定的回答

粘り強さ
Ｃ Ａ

Ｃ

Ａ

自
己
調
整

０.０％ １.５％ １４.５％

１.２％ １１.６％ １３.０％

３.６％ １２.４％ ５.２％

１.６％ ２.６％ ８.５％

１.６％ ６.１％ ５.０％

３.４％４.１％４.０％



【成果と課題】
～研究成果のまとめ～

●学習の改善につなげている様子が見られた。

●評価基準を示しているので、生徒もそれを目指すようになっていた。

評価の妥当性・客観性の検証

指導と評価の一体化

●指導と評価を繰り返すことで、生徒の主体性を向上させている。

●生徒アンケートから、教員からの評価と生徒の自己評価はお
おむね一致した。

●評価基準を生徒にも明確にしたことで、客観性が高まった。



【成果と課題】
～今後の課題～

今後の研究内容

●指導と評価の一体化
生徒が二次元ルーブリックによる評価を
受けて、学習の改善ができるかを検証す
る。

●二次元ルーブリックの汎用性の検証
３学年全単元における二次元ルーブリッ
クによる評価実践を行い、検証する。



評価事例を随時作成し、評価の参考にな
るようにしていきます。

学年 物理分野 化学分野 生物分野 地学分野

1年 〇 〇 実践済 〇

2年 実践済 〇 実践済 実践済

3年 実践済 〇 〇 〇

【成果と課題】
～今後の課題～



「主体的に学習に取り組む態度」
の評価の工夫

ご清聴ありがとうございました

参考文献

児童生徒の学習評価の在り方について

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料


